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　教育実践総合センター／翼・総合教欝礒究センター）では2む縫年度，現職教員を主な雄象とした

「教育実践話醗鰺講塵を開講した。騰燧年度の§クラスにクラスを邉撫し，7クラスを運営し，夏

合宿を含む年弱欝露の醗鯵を舞った。本論では本講塵の2§艇年度の活動について，受講者に実旛し

たアンケ一封講登跨絃果の鹸誘を通じてふ弩かえ辱，現職教員のための覇修講籔のあ吟方を探るこ

とを翼麟とする。

1キーワーざ1教官実践　現職教員の醗修講整一アンケート講蓋

　1．　はじめに
　教育実践総合センター（現・総合教育醗究センター1で

は雄§7隼慶よ鞍，主に罷職教員ならびに教育穏談に鷺わる

人たちを雌象に，湾i露の「教育橿談涯礒修講整を灘講して

きた（青本ら　欝§8．至鱒9，鎗蓼G，2§縫〉。また，欝99隼

度からは「学較教官」藩修講座が麗講され，ここでは主に

総合麟学習の時隠の実践の穣討を蕎ってきた。2鰯年度に

はこれらの2種類の観修講痙を一本銘した教欝実践講座が

スタートし，クラスの数や逡容に変更を粧えながら運営し

てきた（青本ら　2暮02，2韓3，20鍵／。

　20蕊隼度から教育実践総合センターは，薦轟大学教官綴

合羅究センターへと改縫されたので，2総4年度は教育実践

総合センターとして主難ずる最後の本醗修講痙となった。

本論は2む縫年度の活動をふ鯵かえるとともに，受講者のア

ンケート調査結果の分暫を行》，2暮蕊年度以降も総合教育

瞬究センターの事業として縦続されている本講座のよ1うよ

いあ尊かたを考察することを馨釣とする。

　2．20§4奪度教育実践醸修講座の構成
　騰蟹年穫iは前年瞳：の6つのクラスにiクラスを擁え，7

クラスで構成されている。各クラスの藩鯵内容については

のちに詳逐するので，ここではクラスの握当講瞬と籔単な

内容を掩げておく。

　Aクラス　講修　青本真至聖　逐語録をと確いれた事擁幸襲

告をもとに，グループコンサルテーシ葺ンを行う砦

　Bクラス　講簸　中野聡徳　事溺講究を通じてカウンセ

リングを学ぶ。

　Cクラス　講麺　憂鬱源毯郎　SST等のグループカウ

ンセリングを学ぶ。

　Pクラス　講蘇　生島浩　事舞藩究を中心にしてカウン

セ》ングを学ぶ。

　Eクラス　講麟

活捲導の進め方。

　Fクラス　講癖

　Gクラス　講懸

鈴木鷺総　掌紋ソーシャルワーク，生

宮藩貢　授業を考える。

水野薫　発達購書の事鰹礒究。

　また，全集度よ辱有料とし，隼閣8艶蓼鍔の受講料一懸納

入を求めた。

　福島票教育委員会の後援のもと，欝襲隼2誉から3鷺上

旬にかけて募集を行った。申し込みの1祭には第3紘までの

希望クラス，これまでの受講経験などの寵入を求めた。i2§

名の申込者全量に受講許可通知を送軽，その後年霞受講料

納入のあった申込蓄を今隼度の受講者とした。各クラスの

受講者数は，Aクラス5名，登クラス雛名．Cクラス稔名，

亙）クラス3i名，盆クラスi8名，Fクラス欝名，Gクラス28

名で，合議窪20名である。

　雛縫響時毒ま，月i涯1，第3承曜のま｛権菱3時からき鐸寺まで，

○，Gクラスは夜購クラスで岡麓の6時から8時までとし
た。

　第玉露は§繕，最終翻は2彗に青った。

　夏抹みの一言轟二欝4）合宿礒華疹は，爵年波藩こひきつづき，

受講考によって溝戚された運営委員会の運営で蕎われた。

　9鐸．鴛簿と2舞には一般の参撫者に蔀呼びかけて匿高

機能甕鬱症，アスペルガー症候群の医学ゴ（むさしの小児

発達ク》ニッタ医長　灘綺葉子氏〉「認知療法の基礎涯（長

谷鱗病醗リハビ写テーション蕩長兼ク移ニガル・コーディ

ネーター　遊佐安一離氏1「学校臨濠における艶童精挿緩

学との連携」（ク号ニッタおぐら醗長小倉済民〉の講演

会を畷絶した。

　夏合宿を磯修2暴分とカウントし，全難醤のうち7露1以

、ヒ鐡羅した受講者に修了誕を交付した。

　3．本講座受講者
　受講者の一覧は表iの逓むである。受講者の数は玉2§名

で，眸隼のi盛名とほぼ穫ばいで，有料化による受講生の

藏少はほとんどなかった。牲幾では男雛は至8名，蔦．○％で，

眸年度の睡、§％と横ばいである。クラス鷲ではぎクラスの

男雛の占める欝合（簿．春％／が高い。

　校種鷲では，舞隼還諺小学校が最も多いもヂ）の，35．8％

と鉾隼の鶴、7％からは大分下が弩，醗鯵講整始まってずっ

と続いた小学校からの参撫者が多数を露める傾爽は弱まっ

て分散覚してきたようである。
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講蔓マ表

Cクラスの（／霞は各クラス受講考に占める％，誹の（1講縁合受講者に占める暢

農クラス 8クラス Cクラス ○クラス 露クラス Fクラス Gクラス 毒

性 男 ○鰯 雛2．5） 墨（8、3） 2綿．§1 2（雛．i／ 7韓、弱 通継．31 18（聖5．瞬

女 5／獅．O！ 至尊僻、§／ i欝i．7） 2§（欝、5〉 i§（88．§／ 3御．馨／ 2塵鰯．7／ 欝2（85．§1

校種 小　　　学　　　校
○（倉．書／ 6（37．5／ 5績、7） 7（22．6） 7（38．鋳 6麟、§〉 至2韓2．§／ 娠35．8／

中　　　学　　　校 2｛紛．燐 2（圭2．愚／ 露i．7） 駁i2．§｝ 3（欝．警 駅鈴．O／ 3（欝．7！ 23（欝．2）

商　　　　　　絞 i騰．§） 3（墜8．8） 2（欝．7） §（2§．勝 魯緯．韓 春韓．㊧ 3（鈴．7！ i8緬．彰

養　護　学　校 圭麟．嚇 3／玉8．8） 艇碧、勝 蓑3．2／ 7（38、9） ○韓．湧 5（i7．曾） i7麟．2！

鯵　　穫　　　懸 o（§．窃 叙彗．韓 蟹○、韓 叙奪．韓 頓○．倉／ ○緯．O／ 暮韓．瞬 叙倉．倉／

そ　　　の　　　勉 董／鎗．彰 2（i2、51 G緯．暮1 甑32、3！ i（5．麟 叙む．暮1 離7．9／ i蟹至§．8）

職分 教　　　　　　諭 2幽、韓 圭i騰．ε） 呂（総．7） 8（25．8） 13（ア2．21 驚（雑書、彰 i獣53．6／ 6マ（55．8）

養　護　教　識 2総．赫 3（灘．8） 駅33．3！ 蝋32、3！ 駅22、21 暮韓．鋳 §（2量．垂／ 2蟹24、2）

曝託・葬常嚢教誰 頓§．蓼1 叙奪．毒／ 艇む．勝 2（尋．5） 醸今．鯨 頓套．奪） 3（鰺．7／ 5韓．2／

絞長・霞長・教頭 叙倉．Ol i馨．3！ 眼奪．倉） ○轡．⑫ ○鴇．鋤 頓書．癖 i（3．6〉 2／i．71

纏騎鱈ンセラー灘舞 ○緯、Ol 艇○．射 ○（昏、暮1 報2．9） 艇曇、§） 頓魯、鋳 蔓（3．6） 5纏．2）

看護麟　繰険懸 ○緯．弱 叙奪．轡／ ○緯．毒1 6縫．嚇 叙窃．倉｝ 叙§．韓 ○纏、奪／ 6（さ．醗

そ　　　の　　　麹 麺2馨．鯨 鵬．3／ 獣春．萌 i（23．2／ 圭（暮、§！ 警韓．轡／ 2（7．i／ 2（蔓、§1

誕 5 i§ 圭2 3i 懲 鯵 28 i欝

　職分騨では，鰹奉遷善教論が最も多いが，割合は薦隼

5§．§％から馨5．8％に減少している。瞬≡年穫：すでに校種・職

分の分散イヒ頻陶が認められた（青本ら　鎗縫〉が，本年簑

はその籟陶がさらに強まった。スクールカウンセラー，病

院等の心蓬職，看護癒，保健締，保獲観察嘗，柔遊整腹懸，

民生委舞など，教員舞舞の職種が増えた。

　受講妻の鐵窟羅数1ま，平均δ．6騒であ穆，ほぼ蔚年種壷

である。7褻雛上の鐡癒をもって終了藷書を交盤されたの

は受講者鴛§名中67名，55．8％にあたる（蕪年農5§．8％短

　4．概修講座内容
　講修講塵の内容は各クラス琴彗に後達する。

　箒望露の5鍔は全体オ写エンテーションを行った。

　夏合蜜は8月2嬢・2譲（水・本〉の一浪二騒で行われ

た。場藩護ま磐梯熱海の浅香荘である。

　本葬の夏合穣も薦年度にひきつづき，各クラスから選鐵

された実行委舞による運営で行われた。実行委員長を9ク

ラスの海豚マサ子氏が務めた。受講者数は6§名，こ農に院

生・教員蔦名，講灘童名が換わった。

　講修内容は以下の逓難である

　①事舞講究
　②ワークシ葺ップ塗一ルプレイングによる教育権談

　　藩修」　講懸　正保春彦氏（蓑蛾大学跡教授！

　③　学術講演ド発達瞳害について3　講緬　水野薫

　このほか，夕食後には交流タイムがもたれた。

　9矯，i2湾と2湾善こは｛）クラス，Gクラスの講痩iとして

学徳講演会が醗縷され，難クラス受講考，一般受講者も含

めて参擁を得た．

　6．アンケート調査
雪｝　調査の方法と轟容

　2簿の藩修講痙で，受講者にアンケート認入を求め顯醤

錘叡1した。欠腐者1こは郵送して議1答を求めた。騒讐者は駁

名で，全受講考茎騰名の鑓．§％にあたる。

　アンケート内容は鉄筆の通辱。

　①　受講クラスでの礒修につ雛て

　　　役に立ったかどうかとその選痙を談ね，受講クラス

　　についての意見・要望の記遮を求めた。

　②　憂合穣について

　　　参撫・不参撫を議ね，参撫者に請し，参織してよかっ

　　たかどうかとその理趣，意見・要望を議ねた。

　③　醗鯵講座への参藤こつ塾て

　　　教育実践礒鯵講痙に参擁してよかったかどうかとそ

　　の理密を訊ねた。

　④　醗修講座の有料化について

　　　鐙縫隼度から欝欝化（年舘§倉霧／されたことについ

　　ての意見を議ねた（欝密鑓遽1。

　⑤　　「教育臨療事舞懸案」垂号についての意見を求めた

　　（§憲配達／。

　⑥　来駕変の醗修講座参擁羨望につレ・て誤ねた。

　⑦昼夜聚講麟の大学駐学校臨鎌心理專竣の受験の希望

　　について訊ねた。

　⑧大学院科§等緩鯵麟鍍，号テライト授業について，

　　それらを知っているか，利撰したいかどうかについて

　　議ねた。

　⑨　教畜実践履修講座，教育実践総合センターへの意見

　　を求めた。

5、教育臨床事例羅究第4号の刊行
騰艇隼捻§には，欝倉3年度の聡警講整の報善集として，

「教育臨鎌事講醗究」第尋号が飛行された。

21　アンケート績桑と考察

　ここでは全体での結累：と考察を示す。各クラスでの意見

の集約は後達する。
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①受講クラスでの撥鏤について

　く役に立ったかどうか〉につ塾ては，藪董に示すように，

「役に立ったメま全体で幹名（鱗．鰯1，と鎗紹隼度（劔．5％1

瞬様高い鬱念を示した。
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麟華　役に立ったが

②夏合宿について

　葺合霧は灘答者のうち23名が参撫，不参撫が28名であっ

た。参撫した羅餐者は全量が「参擁してよかった涯と答え

た。その理欝としては，①じっくり事溺羅究できた②

歪｛呆講灘のワークショップ，水鬢講締の発達鐘警の講演が

よかった　③　騨のクラスの受講者，講晒と交流ができた

などである。

麗積極腰疵

羅消極釣鍼

懸灘惹

口懇藤耀

＠　　「軟膏臨濠事鰹礒究ゴ第塵号について

　自蕪菁薮i達なので無露答もあ1？，　また言発んでいないという

意見もき緯あったが，参考にしているという量見が最も多

く見られた。代表麟な意見として「懸々の事耀で，野ろい

ろとヒン誉になった陰魑強毒こなった修するところ悪書ある。

全器詳しく読み切ることはできな鱗炉，新にふれたいへん

参考になっている葺というものがある。

霞講藻に参撫してよかった

霞とちらともいえない

。懲こ立た奪い

磨2　講縷に参饑してよかったか

　夏合霧への意見・要望としては．馨程が合わなくて参繍

できないという意見がいくつか見られた。

⑥来年疫の参癩希望
　来集獲の講痙への参撫については，鋒郵こ掲げたように，

凄7名の簿答者牢27名（57．彗％！が希望すると答えた。この

数簸は，2韓2年産の77．5％，箆鍵隼度の総．3％と，隼々下

がっている。有料牝についての遅解は十分簿られていると

しても，無料の時イ驚とは異な彗，経済釣に継続黍舜修はよ辱

難しくなって塾ることがうかがえる。
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醗来無参撫希望する

麗わか強い

O鍵しない

馨4　棄奪穫の参擁希望

③　砺修講座へのに参雛について

　〈礪修講痙に参撫してよかったか〉については，「よかっ

た」が4§名（§6、創紛，「どちらでもない謡がi名（2．○％），

と，窪饒釣に「よかったゴが多かった（無羅答i名／。こ

の数字は前集までと瞬様で，砺修講座の評懸は非常1こ詠・。

④　醗鯵講痙の有料化について

　大学法人此にあわせて欝纒年度から醗修講座が有料建さ

れた（隼簸翻，82§暮露｝。そのことについての毒欝謡這の

意見韓§名〉を吟味1し，積極鑑1賛成，溝極朗賛成，反掴1，

態度檬留の達っに分けた。その結集を羅3に示す。積極的

賛絞が58．7％，溝種麹賛成が鱒．○％である。穫極的賛成の

愚見には「嚢己礒修だから当然」「飽の覇修でも麿料だし

それに比べると安い」「有料になってかえって参撫意欲か

高まってよ疑講など毒害あった。消極麟賛蔽1の惹箆は「瞬垂流

だから縫方がない」ヂ無料にこしたことはないがやむを得

ない錘「中味の充実があれば講意する」などかあった。有

料化慧おおむね賛意を得られたといってよいだろう。ただ

し，溝極豹賛成の意見にあるように，有料の蔚提には当然

内容の充実があるといえる。

⑦昼夜翻講大学醗学較臨海心理奪竣について

　2艇羅隼度からスタートした大学蕩学校臨藤レ£・瑳専攻は，

昼夜麗講で桂会人炉学びやすい工夫をしていることを示し

た上で，この奪竣の受験を希望するかどうか談塾た。結果

を籔5に示す。錠の受験希望者は錘答者鶴名串の警名

（i§．6％1であ辱，希望しない（錘名！の方が多い。希望

蓄の割合は2む盤隼慶の27．逢％よ弩も低下した。

睡受験したい

騒受験するつも辱は奪い

璽わから郁・

弩そ研趣
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⑧大学錠科醤等履修麟鍍：とサテライト授業

　大学鞍には科藝等受講講度があ弩，また上達の学較臨換

毛・理専攻では一編の授業を，嚢餐轟・金葉…糞・いわきの号テラ

イト教室を活撰して行っている。そのことについての知識，

活矯した》かどうかについて訊ねた。

　羅答者総名のうち科醤等緩修縫穫についてヂ短っている」

が総名（62、5％1である。一方，号テライト教室について

は騒答考違8名中越名（87、喜％〉が「知っている」と誓えた．

2暮紛年度よ弩も繋§等羅修麟度，号テライト教室ともに，

認知度は高まっているが，2（緯3‘年縷葺講様に，科・馨等履修薄墨

7

7

翻麟§等鰻修趨鐘：を孝彗羅したび

翻覇駕したいと思わない

〔コわからない

麟8　科鑛等履修穰捜！秘驚希望

憾

3§

圏科欝箏羅鯵議彗護を

　難っている

0舞1らなかった

騒6　科弩等緩惨毒彗護の知識

　6．クラス購の振りかえり
　この項では各クラスの講麟による振弩かえ辱を行う。

蓄）　汽クラス

　Aクラスでは，離年度：瞬様，理在進行申の事鰐を取諺上

げ，グループコンサルテーションを行った。事樋提餓に賺

しては事鱗全体の経遜醇なかに，逐譲録を盗む込むことを

求めた。欝修の臨容は以下の遠離。

　受講者数が少なかったので事例縷説雛舞の内容もと辱い

れた。

6

42

露サテライト教i塗を

　籏っている

［聾籟らなかった

醗ア　号テライト教蜜の知識

き趨鰻

6権鋸
7月垂躍

9月至難

i明2総
玉絹i7馨

i2穣灘

i題膿
2月i紹

オリエンテーション　艱苦の仕方

教室不適癒の女子高校生の事携　養護教諭

叢露法入鍔，ぜひと静力活性箆ワークショップゴ

（ファシ弓チーター金成美憲　大学醗2隼／

不登校小学女子の事鋳　病弱発学綴教職

課健室登校中学女子の事鯵　養護教護

母：幾からの震望寺を受ける幼難　置生委舞1

不登統率学男子の事鱗　撞任

薄繕に震る爽璽鶴な場颪の蟹一ルプレイング

コラージュ療法人聞

度はサテライト教室縁どは知られていないという現象が見

られる。サテライト教室は新難やテレビのニュースでも取

弩上げられているし，公聡講塵を号テライト教室を旋って

騰難した辱もしているので，敷く知られているのであろう。

　科屑等羅修麟度を羅濁したいかどうかについては，「稽

請したい」が真名（38．§％／，「麟濡したいと思わない」が

7名（蔦．9％／，「わからないゴが欝名（薦．5％／であった。

霧離したいという羅答は騰総奪度の珪7．3舞よ弩簸下してい

る。「舞羅したくても醗講料曇がわからないし，手続きが

鑛便ではな雛」という意見があった。この点は改善の必要

がある。2§偽年褻の大学綻学校臨濠心饗専攻の説鱗会では，

大学褻完パンフレットに科’欝等履修に欝1かれ．た授業科§一覧

を添材した。譲隼に瞬き続きサテライトを活零したこの説

瞬会では，大学齪希望者だ諺でなく科醤等履修に鰻心のあ

る人も参撫していたので，その人たちへの便宜が酸醤した

といえるだろう。

⑦その飽の意見
　本譜塵，または教育実践総合センターにつ雛ての農密な

意見を求めたところ，次のような意見があった。

・コースが多くなって選嶽の編が広が吟よかったと患う。

・教員がこうした講修に趨ることについて積極鑓でない絞

　長もいてなかなか参趨できない人もいる。桑教委などか

　ら校長会等に鰐し，自己扇修推奨の欝きかけをしてくれ

　るよう，大学，センターからもアピールしてほしい。

　参癩者の人数が少なかったので合舞が事鱗を提躾するこ

とになった。受講クラスでの積鬱が役に立ったかどうかに

ついては，羅答者全舞が「役に立った」と答え，その選慮

として，事鯵を鐵すことで窪分の営みをふ辱かえ弩，参撫

者力》ら意見をもらうことオζできたということオぜあ喜デられ

た。

　逐語録によむ援勘嬉象者とのや降と辱をふむかえるなか

で，それぞれの靉靆者がしばしば鐡会う典璽麟な場癒があ

ることがわかったので，i月にはそういう場面（遙療ケア

を受けることが望ましいと思われる発童生縫に麗しての保

護者への医療紹介場懸など〉をと辱あげ，実灘こどう鰐癒

したらよいかについて，ロールプレイを行いながら，薄癒

の実燦を探った。典璽場懸における適窮と思われる穀癒に

ついては，ある程度のマニュアル髭が可能かもしれない。

次隼度は今年度の冒一ルプレイングで確認された講応のあ

鯵かたについて再度ロールプレイングしてみて，よ惨よい

ものにしていきたいと考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青木　真瑳／

2／　8クラス
　Bクラスには盛名炉登録し，一つの事騨に蒔懸をかけて

検1試した。カウンセリングのノウハウを一部講義影式で行

なったが，臨濠は懸懸盤を学ぶことにあ諺，事擁礒究がそ

の基礎にあるべきと考えている．Eクラスの藩修内容は以

下のとお陰である。
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5月　全体釣オ琴エンテーションの羊菱，誕録の取箸方，報

　　告の縫方，及び「最透の子どもの心謹」を講義

6舞　　「チック・つめかみがひどく落ち養いて授業をう諺

　　ることオ§できない生経との縫わ鯵謡（高牽交教護）

7月　「授業嬉害・暴力をふるうi隼生との関わ㌦（小

　　学較養護教職〉

9得　「露律禅経笑講症と診騰されたN子との鱒わ軌（高

　　枚数識〉

鯵月　「叛毛や入への総みをする高較生経への媛繕につい

　　て」（養護掌紋教護）

珪鐸　「密馨症箆Aと母雑との駕わ弩」（養護学校教諭，

　　小学校事｛磯

12懲　窮心身症の症献ぶ強くなったことで不登校顛海にな

　　琴転λしてきた生経A子について暴（養護学較教諭，

　　串学校事鋤

i月　講義「教鷺櫨談のコツ」

2月　「家が近く・学績も講じ生経と梅姓が合わず不登校

　　になった生後についてま（中学校養護教諭

　アンケートの霞騰配達から受講者の評無iを一蔀紹介す

るq

，　「察分で事｛残を提鐵することで，先生をはじめ，クラ

　スの皆さんから適切なアドバイスをうけたことが農かっ

　た。また，馨分では気づいていない事など，改めて確認

　することができたことがとても濃かったです。露分とし

　て1ま，　な毒、なオ、方鶴づけなど，　わオΣらない点を詣導さ矛t

　たことが喪かったです。また，勉較種の現毅を知る魑強

　の場とな鯵ました。」（養護学校教諭・県串1

・　「数多くの事鍵を通して，専野響諺語を調べる機会をい

　ただいた。小・中・高・養，すべての学校に，生徒蓬解

　に努力している先盤方がいらっしゃることを知暮，一人

　の幾として安心した。今まで窪分な弩の考えだけで教袴

　趨談等を得なってきたが，色々な手法を知ることができ

　た。」（高校教論・旛双〉

・　「いろいろな事騨の霧究ができて，生徒と接するとき

　に役立つ。ゴ（高校教諭，禁牢）

・　「特に中響禿生のアドバイスに意外な発見をした。意

　見を達べる方たちの議も有憲義であった。クラスの後で

　さらに難し合えた賑するといい。」（大学教員・県載｝

・　ヂたくさんの事例が露診て役に立った。髪教育臨鎌事

　鱗硬究書は，じつく穆考える資轡として参考にさせても

　らいます。3（小学校教論・緊串〉

・　「問題や事騨に射しての方策や見立てを立てる方法を

　学んだ。事舞に麗して纒かく分観してくださいますので，

　瞬題擾起する灘，質舞・愚見を誓う鍵にいても，安心し

　た気持ちで観修を受講できた。」（牢学校養護教諭／

　以上のように，評懸は全般的に鋸詩であった。特に養護

教護や養護掌紋教諭にとって，こうした麟鯵ニーズは葬常

に高いといえよう。講修講痙の麿料乾に臠しては，ゼ当然藤

野傷いとは思わない」という意見に集約された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中野　瞬穗／

3／　Cクラス

　今隼慶は，登録者は鷺名だったが毎睡の参撫養は7一鎗

名程農と運懇麟な人数だったので，鰐年よ鞍もセッション

を進めやすかった。小グループでの讐一ルプレイを幸心に

セッシ葺ンを進めるので，綴妙な数ではあるが，最大蔦名

だとグループの凝集轡三寿§わるくな舞追孝テに負蓬1感；がある

が，鎗名鍬下だと全員に騒魏軽しながら余徳をもって進め

られるので負麺感が少ない。SST受講2隼§の人たちも
　　　　セ
髭C鯵セッシ璽ンに穫極麟に参撫してくれて，大いに鱗け

られた。

　できるだけ全員にり一ダー体験をしてもらいたいと悪

い，毎露髄分のうちに2セッシ葺ンを緩み2名に蓼一ダ一

役をしてもらおうと慧鬱したが，やは辱舞羅董名にやって

もらうことしかできなかった。講麟繕の離合で2騒休講し

たこともあ垂3，参綴音の半数ほどが厚一ダー捧験をできな

いまま本年慶は終了することにな鰺，申し談なく愚ってい

る。ファシリテ一夕ーとしての乗熟さを感ビているが，も

うひとつはi年欝にはじめてSSτという技法に接し，S

STの流れが十分に飲み込めないうちに，いきなきフリー

ダ一役を務めなければいけな》ので，どうしてもセッショ

ン寿穫欝諺毒§ちになるのも当然とも患う。　しかもi書房に圭

曝，もしくは2ヵ樗1こ工臨のセッシ葺ンなので，なかなか

定蒼し善こく㌧瓢ようだ。　こオt青書2遷題毒こi躍の頻度でi毒薦i

クールという頻農だと，よ辱早く叢れるのかもしれな雛。

　Cクラスの権威からいうと，登録者は最大i2名程霞：とし，

そのうち3～5名が2年目生というのが，これまでの体験

からすると農さそうだ。今年度も毎獲のセッシ璽ンをビデ

オに撮弩，S　S　T記録として原稿に起こし，参趨者に竃姦

した。これは参撫考にとっても役立ったと思うが，ファシ

琴チーターとして各セッションを振穆選る良い機会になっ

た。S　S1ε記録偉絞の労をとってくれた院生の斎藤美穂さ

んと嚢織隆子さんに感謝したい。

　参趨者が現場で遭遇した事籔をテーマとしてセッシ葺ン

を進めること炉できたので臨場感があ弩，参癩者にとって

も実際の学絞現場でどうS　S　Tを活馨するかという具体的

なイメージが共有できたと患う。2年§の参撫者のなかか

ら，実際の学校現場で使ってみて手応えを感じたという報

告もあむ，うれしかった。

　SSTには，①ビアグループグ）透編と②欝一ルプレイの

濤零という二大構歳要素がある億一種のグループカウンセ

リングという①の灘面は重要だが，②の資一ルプレイは生

襲…と教雲譲力ご圭鰐iといった保健室の蚕蚕接場灘1などでも活霧

できる。これまでグループカウンセ琴ングという翻癒を強

請しすぎて，“集羅でなければいけない聲という誤解を与

えてしまった農省から，これまでの「グループカウンセ蓼

ングとSSTゴとい』う講痙名を改め，平蔵i7寧波：カ〕らはぜS

STとソーシャルスキル教育を学ぶ」として再畿澄したい

と考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昼馨源醤麟

4／　［）クラス

　受講考は斑名，それに大学院生が「臨療心理基礎実習」

の授業として簾わ辱，講会と配録を握当した。

　本コースは，事鑓暴究によ｝｝鰐題行動のある生経やその

家族に耕する援勘について学ぶことを§釣としているが，

その機要は以下のとお鯵である。事纒報欝考には資料の羅

童を求めたが，必要な修鑑を臆し，醗曾資料を露駁するな

どプライバシーの保持には最大鰻の醐憲を得った。

　また，平成欝隼§月の学徳講演会はεクラスの水野が，
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平成欝隼捻馨及び平成賀奪2月の学徳講演会は生鶴が，そ

れぞれ企鬱したものであ弩，本講痙の一礫として実施した。

5驚　今後の予定．参撫考からの事鰹募集，事擁検討の方

　　法について講親

6月　告発幸子（小学校教員〉「暴力・いじめ・翼独と霧

　　立からスタートしたA看（小学3隼生1のi隼翼淫

7鷲　穂積千鶴子（高等学較養護教護／「不就労の父親と

　　の鷺係で憾む蕩2女子生経」

§鴛　学術講演会ヂ高機能麹竸症，アスペルガー癌躾群の

　　医学一臨撫！特籔と療育一雌講嚢奪：むさしのノ郵参慧発達ク

　　リニック院長　灘麟葉子先生

重餅窪　覇辮純子（篶糠科病錠臨旅心選士〉「雄才の不登絞・

　　弓1きこも轄の女雛の母子蕾窪接藁

難局　大久保淳子（繰健徳燈センター保健鰯「小学5隼

　　生の男発がパニック発鐸を莚こし短籍に璽っている家

　　族を支える学校との連携一得致が背って耽る保健活動

　　と学稜の連携について一雌

鴛需　学籍講演会ヂ認知療法の基礎一システム講との関連

　　から一准講麟：長谷鰯病錠彗ハビリテーション蔀長

　　遊佐安一鄭先生

i月　渡邊さとみ（精神禅経科診療謬蓄看護灘／「懇春簿彗の

　　解離牲鐘害について一家族療法からの一考察一3

2月　学徳講演会　「学校臨療における驚童糟糠緩学との

　　連携一教暴に知ってもらいた》精禅医学の基礎知識

　　一！講麟1：ク饗ニッタおぐら綻長　纏、念書霧先生

　参撫考炉，小・申・高校の教員．養護教護，スクールカ

ウンセラー，さらには，児童購i籍楼こ鱒わる｛呆鍵麟や糟糠麩

療に繕事する養護麟・臨瘡毒選士など纏纏い籏簸にわたっ

ていることが落筆され，検討された事擁も不登校・構きこ

も弩・驚童縷待・糟糠緯書と多様である．そのため，アン

ケートには，「学校の串にいるだけでは一人職と》う立場

もあ弩，衰分の考えの串でしか解決できないが，講修を受

けることによ磐色々な考え方を知ることができた」，「“学

校”というところがどういうところか，分かってきたよう

に思います。今後の猛事に生かせます」といった多磁な職

務の参癖者が，馨分とは異なる臨庫現場の事輔を検討する

機会が得られたことを評慰するものが多かった。このよう

に臨庫麟な観点を拡げる串から，「支援の方法について橡々

な愚見が鐵るのが良いし，購鯵を受けるなかで自ら抱える

聡題も少しずつ改醤に晦かうことが畠来た」との懇懇も寄

せられている。

　一方，「教室が猿く，観・精子も小さい曇，紅冬場の夜翼

講癒であるのに暖房が勃いていない涯とのクレームもあ琴，

講懸のコメント時縫を増やし，グループ・スーパービジ董

ンと呼べるまでに内容を高める努力を続酵ていきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔生轟　　浩〉

51　窪クラス
　Eクラスでは，スクールソーシャルワーカーと蒋雛支援

教育コーディネーターの養成を馨麟として，学絞．家庭，

地綾・聡係機幾をつなぐ教麟の役講と方法披講について実

践麹学習を重ねてきた。特殊学緻や養護学校，養護教護，

通常学綴の擦鉦を幸心に，i8名程度の受講者で，ほぼ受講

餐全員がみずからの事擁や実践を報若し，場合によっては

2蟹｝§一葉2

経避の報魯（繕続実験の報告／も取零入れ，毎醤，実践分

析を主とする講座運営で実施した。

　騰艇年度から多くの小串学絞で設置がはじまった「騎霧

支援教育コーディネーター諺のあ毒方，養護学校などです

でに展露してきた麹域砂学校支援体麟からコーディネー

ターの設置あるいは養護学校のセンター化購懇での復讐1な

どを素耕としつつ．まだ難域教育行政の段驚では準備段繕

に簸たる「養成プ臓グラム」の試行という意練で，内容づ

く弩をおこなった。

　難雛，講痙では，「これからの蒋霧支援教育」をめぐる

施策繋講や薄霧ニーズ教麿の視点から闘われる課題，海外

での嚢肉を績介・験震書するデスカッションとワークシ醤ッ

プをおこな雛，その後，毎時購．実践繋告とそこでのまと

め釣なレクチャーをおこなった。子ども理解，保護者との

連携，校内チーム，学絞外幾孫者との連携簿の靉靆援雛妓

徳（パーソナルワーク〉，鷺接提鞘披講（グループワーク〉，

地織麟支援に隠する厚エゾンワーク（灘ミュニティーワー

ク1の手法や考え方について，テーマごとに分簾乾してま

とめていった。なお，瞬じ学校かちの参撫考もあむ，グルー

プでの実践報告もあった。

　講座のテーマについて，なによ吟も重視したのは，霧た

に教畜理場に降むてきた考え方や教官システムではなく，

鍵来，それぞれの学校や教麟籔λとしてたち振る舞ってき

たゼ実践の事実」に立郷しながら，それぞれの持ち糠を活

かし，子ども，家羅，隅濠，スクールカウンセラー，緩療

機幾，福鮭縫係機騨などの学磐支援者とのつなが琴を振琴

返る｛乍業を実践分暫のねらいとした。また，できるだけ，

資料を鐸議し醗姦した弩，独習の補勘にも気を蕊つた。

　具体醜な実践羅告のまとめの詳総については，畷途「羅

告書」で鞍告するが，タイトルの機要は獄下の違警である。

　健康櫻談活動を達した校内連携．養護掌紋での巡獲捲導，

養護学校と通常学絞との連携，軽度発達鐘害の子どもへの

手受業実鬢髪，スクールカウンセラーや零毒禅科医との連携，養

護教諭のコーディネーター機能，教嚢藩毒こよる｛呆護者と福鮭

機灘との縫係講整，適窺な就学指導のあ辱方と地銭選垂携，

学級鐙豊としての役灘。これらの報告を受け，毎羅全体討

議方式で進めていた．すべての参鱗者か直接蒋饗支援教育

の事業1こ携わっていない場合もあ吟，来るべき霧への拳備

という受講盤1もいたカぜ，基本釣彰こは「これかたの学絞教育

のあ毎ように子どもや家族解合わせるのか，それとも人々

のニーズに掌紋が改変していくことを真塾菰考えるのか」

という糧っこの議講オ§講痙全体で追求できたこと毒まよかっ

た。

　講痙の申でその役翻や考え方を堤起していったスクール

ソーシャルワークにつ塾て，まずは学校教育教職暴にとっ

てどのような取諺緩みと重な簿，どこにまた独毒性がある

のか。スクール脅ウンセラーとの役翻分挫や手法・アブ

灘一チの違塾など，これからの学校支援のシステムを考え

ていく上での「人誘］の活驚について，議題提盤し，受講

者の今後の実践鹸視野や力量影絞に役立つよう心がけた。

　今霧の講座では，受講者のニーズ講壷をおこない，それ

らを精査して分類し，それを受講生全体で確認しすすめて

いった。この秀弐では，害観醜な入舞養成の点で一定の編

鞍や講塵運営麗の意懸盤が強くなることも予想される。今

後の課題として，まだ，本諮始動とは炉えな雛蒋購支援教
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育コーディネーターの養成と学校におけるソーシャルワー

ク機能の懇》手養成を主銀に，般秘しうる実践モデルづく

辱の試案を作成する必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木　濤絡／

6）　欝クラス

①　醗鰺のねら》

　癖…年度まで，Fクラスでは，「総合的な学習の時聡」に

かかる爽容を中心に購修を進めてきた。しかし，このクラ

スに参撫する受講者にとって，もっと甥実で，真鶴に幸え

なければならない課題は葬授業」にあることが分かり，今

隼嚢から，「授業を考える」を中心テーマに揚げ，この講

痙をスター｝させた。

　数少ない受講者で1まあるが．第ま踏の醗鯵講座でε学力

溝上を馨捲す授業の婁践」に努めて》・るが，憲分の授業実

践がこのままでいいかとても不安だという声が多く鐵さ

れ，受講者憲身の授業改善に寄せる思いの強さを実感した、

　密蔚嚢身も県内の小・串学校の授業を数多く参観させて

いただき，このことを感じることもあ弩，　とにかくヂ弩々

の授業実践と改蓉ゴについてビつく弩考えていくことにし

た。

　窟薦が授業を参観して讐に気になることは，授業におけ

る「子どもたちの諾し合いが貧弱になっていること」であ

る。授業は，多くの子どもたちの多様な考えについて議し

合い，よ辱よい考えやよ鞍懸値のあることを遷究していく

子どもたちの共講作業である、教縣グ〉縫事はこの活嚢を纏

織することで，教懸はそのために全力を窪いでいかな謬れ

ばならない。授業の串で，子どもたちに察分の考えを持た

せること，それを教嚢藩善書擬鞍起こし，i議し合いの霧蒼遭をつ

けることなどは最懸1嚢どうしてもやらなければならないこ

とである。それができていない。授業のイ駿ハがきちんと

できていないことが多騨ように患う。

　そこでこの講痙では極力露分の授業をビデオで記録した

ものを持ちよ舞，その授業ビデオを視聴して，授業の望ま

しい展調を鶉議することに努めた。

　今隼このような影でスタートした覇修が，少しずつ各学

校の絞内授業覇究などにも生かされていくことを顯ってい

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（欝繭　　貢／

②方法と内容
　授業についての事鱗検討をビデオ分轡を基に討議会を

行った。機要については獄丁の違警である。

　§／鰺：①学絞教官の境栽と課題

　　・講麟からの講義後討議

　春／i§1㊤教樗蒲究と生経遷解

　　・中2縫会（歴史〉のビデオ分轡

　7／2i二⑤T・Tの；窪轄方

　　・小産保健体育のビデオ分新

　8／2む：2亙恰宿〉

　　・学校教育裾談に震する講修

　9／i5：（参グループ活動の留意点

　　・串i数学科のビデオ分赫

　i（）／2暮：⑤蟹語数＝壽における議i解の揚導

　　・小5霞語のビデオ分凝

1i／算1⑥獲墜学習における導入

　・中2縫会のビデオ分新（導入蔀〉

鷺／蔦1⑦英語科での動詞の活醗について

　・中i英譲科のビデオ分断

i／i§：⑧簿語科での議し合い活動

　・小5曝語科のビデオ分樗

2／謄・鎗：（金嶺〉優）「授業」について

　・佐藤学著「教麟の鏡戦」についての討講

⑤受講考の懇懇

　ここでは蒋に，教科捲導の亮実につ馳ての謡をしていた

だいた。畜てる学力として，愚考力・鞍懸力・購題解決な

どの諸能力を灘かせて学び，確かな基礎・基本を身につけ

ることが大饗であると騨うことである。それは．全学年共

通で婁行すべきで，其侭麟には，全教舞が互い1こ授業を見

合レΣ見せ令旨嵩な毒害らともに嵩め合う美嚢藝づく辱オ§必要であ

るということである。教緬はつつしみ深く学ぶ，つつしみ

深く聴くことが大切であるのに，今，子どもの議を聴き多

様な考えを弓捲塗す授業1こなっていない。これが授業のパ

ターン｛と，遜定｛ヒ垂こなっているという問題点を指摘された。

この授業のパターン農工，露定疑ニオ慮以下のようなことを生み

鐵して駆るということであった。

　○子どもの「議し合い」の貧霧・貧弱紀

　○思考・輝籏力を膏てていない

　○「ともに学ぶ匪よさを実感させていない

　学習捲導案の牢によく「…　　について考え，議し合うゴ

という表現が使われる。この欝に，子どもに窪分の考えを

ノートに書：；かせて雅なければ，子どもが嚢分の考えをもっ

ことはできな塾し，議し合いに参撫することもできない。

教懸は，子どもの考えを鶴翼1懸導しながら握握し，授業の

議し合いの申で子どもの発表を繋ぐ役譲を果たさな謬れば

いけな騨。こういう考えから，学習捲導案の中には，ド○

○○と○○○を縄達づけて醤分の考えを持たせ，それをメ

モしてから議し合わせる4という表現になるのではな墾か。

　また，教嚢撰ま授業の串でやることをいっぱい盛む込みす

ぎで話し合いが成立しないという話にもなった。これでは，

二野ども毒ζ学ぶ喜びを鐸泰わうこと薄書できないということで

あった。

　私たち教麟は，子どもの学ぶ事びとは繕かを考え，それ

を実践に詰びつけられるようにしていかなければ塾酵ない

ことを感じられ，たいへん有意義な実践講痙であったよう

に患う。

　　　　　　　　　（橿織大学大学醗i隼　佐藤　　亮）

　平成欝隼鎗霧蔦隷麟は，私の撞恥英語授業のビデオを本

譜痙で分緩資料として｛吏ってもらう曇であったα絞終獲葺鯵

の一環として私な琴に精一杯やった授業ではあったが，宮

購売笙はじめ講痙の先生方にご愚見が舞えることとな弩、

朝からとても楽しみであった。

　ビデオを見繋えて，まず講痙の先塗方から懇懇とご意見

を頂いた。本時の欝繧である，グ膨一プ活動にお蓉る「学

び合雛学習3に関して，生徒の動詞のバ》エーションをもっ

と壕やせな塾か，小・中学校の英語教畜の連携の強銘が重

要，真のs茎｝｛遠藤簸§　（奈義すこと〉　と1ま｛勇力㌦，代表生後の発

表の嚢さについてもっと議し合うべき，など，様々な鋭塾
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ご意箆を覆蔵した。

　次に，蓋夢穣茎先生よ1ラコメントを頂戴した。先生は，常に

ダ一入ひと1〉の生徒の立場誘に立ってご意見を下さった癖

①一ノ瓦ひと辱の生鍵…オ、ら見オt睾ぎ，本時の授業では練習量は

十分か，②英語の授業にあ陰がちな「生誕が追いまくられ

るような状溌」を葬ってはいないか，③遅れがちな生経を

授業毒こ弓1き込み，生後の率にある難成の1事夢彗観をどのよう

に打破すべきか，＠参観者から覆戴したコメントを積極的

に生経達にフィードバックしているか，⑤多数の授業参観

者がいる授業稀究会の意義や「読解力・思考力ヨをつ謬る

必要性，などがその主な窮容であった。

　窟蔚先生は，まず第一に授業考に敬意を払い，授業者の

ねらいや思窮を離確にとらえてくれることに驚かされる。

また，その類い希なるド授業への熱塾患い珪を切々と義々

現場教癖に語ってくれる．このことが，毎蟹私を奮い立た

せ，畷藝の授業への意欲を喚起してくれる。さらに，その

ような先生のヂ悪い葺を，察露各地で実践されている髭生

方が数多くいらっしゃることも知ることができた．

　眸隼までの礒修講痩（A・B講整にも参細　とはひと昧

違った本講座に参綴鐡来たことを誇融に思うと麟鋳に，教

晦の根幹であるド授業こそ命コという事実を改めて実感し，

これからの実髭斐を誓った一一隼となった。宮薄霧先生をはビめ，

講痙の先生方，羅修に霧力下さった鷺係各位にもう一慶感

謝申し上げたい。

　　　　　（須賀灘青立蓉袋率学校　教諭　二瓶　裕一）

　学び合いの授業を弩鮨したい。教職i（｝年を遜ぎた曖から，

今・までの嘗分の授業の課題を整遷したいと考えていた。課

題とは，露分の授業が「学び雲と言えるのかという疑聡で

ある。今までは，子どもたちが毒分の考えを織し合いなが

ら，授業のねらいにせまっていく姿が大窃だと感じてきた。

しかし，必要性を強く感じていたわけではなかった。学び

合いも大甥だが，時圏がかか弩遜ぎた吟，思うような海童

の紳びを，篶時瞬で克つ診た辱できなかったからである。

学び合いの授業も大窃だが，余籍がある時だけに鴛うとい

う状溌だった。ところが，このようなや辱方では，児童の

学びの力は膏たず，強いられた学習になっていた。そして，

ここが大鰐なのだが，生後捲導藩に成長を感ビられなかっ

たのである。「学びがある学綴は決して繰れない。ゴという

佐藤学先生の至言が頭に残ったのもそのためであった。し

かし，この愚替と霧実のギャップを埋められずにいた．

　そんな中，欝クラスの受講グ）機会に葱まれた。F3クラ

スでは，授業のビデオを遷して，ヂ学びゴについて考えて

いる。この講座で宮蒲先生の講謡をお縫きし，学び合いの

授業を蓉嶽していこうという慰雛を強くすることができ

た。この遊はたやすいものではない．子どもを鶴ご，学び

を子どもと麟諺議していく構熱と遷念と行動力かなければ

たど吟着けない。子どもたち全員に考えを持たせる縛馨を

確保し，その考えを，互いにす琴合わせて饑き合わせ，学

びの成長を一入一入見取ることか必要だからである。それ

でも，授業に「学び盛が生まれれば，子どもたち講志が互

いの鶴籟感や学びへの充実感が感Oられるのである。そん

な授業を麟鯵鐵すことができれば，いや，麟琴織そうとし

続けることができれば，子どもたちが変わっていくのだと

患う。教縣として，教えることばかり琶がいってしまう現
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在だからこそ「育てる」ことについて，立ち鑑まって考え

ることが必要なのだと患う。

　婁クラスを受講し，窪分の串で，点の》くつかを線でつ

なぐことができた。宮蔚先生と受講の兜生方に感讒したい。

　　　　（会津若松霧立鍔遜小学校　教論　齋藤　勝芳／

　鉾隼度，「総合醜な学習ゴ（鉄下，総合）に濁して学びた

くて受講した。総合が麹まって依頼ずっと低学隼を撞窪し，

総合の宴銭をしていないのが大きな理霞である。総合での

学びを邊っていくうちに，学校で最も大饗にしなけれ．ぱな

らない蓼授業謹に§を海ける必要を感ごた。

　学校の現場は多忙で，私の今年度の空き縛霧は，遇i時

限。教材羅究が莞分にできないジレンマがある。校内覆！修

も行なわれているが露々の授業につながるものになってな

いのが現状である。授業の基本に立ち返穆たく受講した。

ビデオを視聴する彫だが，受講生炉嚢分が隻三豊・生徒なら，

指導者ならとその立場に立って騒議できたのは意義があっ

た。FT・丁髷導の勤果を考えた授業ゴとは，「導入（資料

提示〉の在｝夕方」とは，C話し合い活動（練舞上げ1のポ

イント3は等々，金事携に参糠鐵来なかったが，暮々授業

をする、1二で役にたった。また，夏窮合宿での事綴履修や学

纂講演は，学校夏場での“今難辱たいこど’に癒えてくれ

るよい機会であった。

　本校では，藩修主題匿学びの心を畜む授業の毬造謹一表

現力を高める授業の麟造一を設け，算！数科の授業で取弩緩

んできた。

　受講を終えて，弩時翼の授業の中で，どこに箆童の学

びが絞立していたか謹という授業反省の視点を得ることが

できた。校轟醗鯵の授業参観と授業分極においても，この

視点をもって観修したい。また，遇響較内現職教畜におい

ても，新隼度にむけてこの視点の大燐さを提案した。

　　　　　　　　　　（鱗俣小学絞　教護　橋本　康子〉

　今隼慶，職員観修の一環として本講痙に参糠させて履く

機会を得た。諸事椿で参撫できなかった先生方に，私が本

譜痙で学んだことを少しでも伝えることができればと懇！

う。

　本譜痙に参撫するにあたって最辮は，授業についての大

皺なポイントなどを講義影式で聴くものとばか辱思ってい

た。しかし，全く逆だった。毎穰，実鰹の授業（VT欝

を観て，自分はどう患うか．自分の授業観を問われるよう

な講修だった。講じ授業を観て，一人一入が違った角綾か

ら感想を運べ合うだけでも十分嚢激となり学ぶことがたく

さんあったが，最後にさ鯵気なくお話しされる官爵先生の

授業観は，授業の本質にせまるものばか辱で．改めて「な

るほどゴと感毛・した毒，糞分の未熟さを思雛知った惨，手受

業の難しさを痛感する磯修の連続だった。

　本講座で私が特に心に麺んだことを要約したい．

i，授業で観るのは，「子どもの姿3である。

　当た鞍薦のようだが，これまでの翻分を振諺退ると，授

業者である馨分毒噸再をどうすれ1まよい毒智ということにばカ・

辱気を取られて，子どもの姿縫なる懲い／をしっか辱と

観ていなかった気がする。当然，飽の授業を参観する縛も．

教懸の動きばか鯵を見ていた。

　宮藩先生が，奉校の授業を参観される購は薦でも後ろで



鯵襲隼度教育実譲総合センター「教官実践3醗鯵講座について 33

もなく，さ毒気なく子どもの表藩や動きが見える斜め繭の

場漸である。子どもの姿をよく見るだけでなく，授業の妨

害デにならないよう喜ことレ唾う圭盤．力吻、藝嚢慮力忍らである。

　事携講修では，子どもの姿を見て授業を考えることを通

して，教材綾究や児童選解を深めることの大鰐さを改めて

痛感した。

　「子どもが主役となるゴ授業をめざしたい。

2，「§分の考えを欝つ」毒びを瞭わわせる。

　本校では，「学ぶ喜び」を牢心にすえて葬確かな学力」

を身に｛すけさせようと取鯵綻んできた。嚢分の考えを意識

させることが議し合う基盤であることを宮麟先生から教え

て覆いた。学ぶ喜びは，主体的な学びの串で陳わえるとい

うことを子ども達の姿を通して実感することができた。

　噛分の考えを持つコ…　　事耀礪修の意義が歪にそこ

にあるのではないかと思った。お互いの考えを糞趨に害い

合った後は，いつも窯蒲先生が議し合いの内容を適饗に意

瞭懸けて下さった。子ども達に甕分の考えを欝たせ教麟が

愈蘇曾鞭てあげることで，簸値ある議し合いになることを

学んだ。

　　　　　　　　　　（塩酸小学校　教論　荒窮美恵子）

　「学校は内灘からしか変わらない。しかしそれは外藻の

支えなしには継続しない。藩

　宮羨先生が金透小学校長時代に総合学習の公離の鰹，佐

藤学氏の言葉を携濡して言われた書葉である。本校におい

てまさに「外藩の支え涯として，隼講嬉醤の授業観究会に

授業参観，指導講演の機会をいただいた。さらに本校の授

業醗究会にとどまらず，本欝修講慶をビデオ分新により追

越指導をいただいた弩，茜擁1融の基礎学力支援事業の礒修

会にあてさせていただいた辱，藩修の深ま13，広が童）を毘

せることができたのも有意義であった．

　露語科’の授業考として私察身が一番学んだことは，①整

経に自分の考えを持たせる。②議し合いの綴織化は教纏が

背う。そのためには無蹴をそぎ落とす。③クラスで野気に

なる子」と一時鷺の申でどう麗わるかイメージするなどで

ある．最後の単元・中i・ヂ少隼の欝の患い鐵」で①～③

を意識してやってみた。今までよ瞬ま生経と「教材を通し

て生き方を語翰合う」という手応えはあったと患うが，さ

らに授業の難しさ，楽しさを追究していく教灘にな弩たい

という思いが強くなっている。

　宮離先生のコメントの特徴は，授業についての「教購の

患い葺をよく汲み取ってくださるところである。

　縫会科の授業において導入が長すぎた反省が撫されたの

だが，それに帰しては『どの子も大事にしょうという優し

さが轟た結果ですね。」という蕪覆の教鱗の羅わ静の良さ

を認めた上で代替え案を提示してくださった。また，藁騒

騒の授業講究会で行われた被会・選科・家庭科の指導講演

では各教科の共通性，掘進牲などを具体的に誕窮していた

だいた。

　本絞は今年度「基礎学力支援事業」の捲建を受酵学力講

上を騒請し主題：「鱗人差に応ごた姦導の工夫」，講主題

　「学習速痘と学習達成度に配癒して」を掲げて取弩緩ん

できた。これまでの捲定事業を受けての鞍岩では授業羅邊

藻での成果が醸こ見える絞果としてはわか吟やすく，数多

く報告されてお弩，本校の報告でもそれが求められている

一一 Iもあると思うが，教翼の資質織上とい・う長簸麟視響に

立った授業改警の取弩緩みなしに真の学力幽■Lはなし得な

いという確餐書を得た一隼であった。

　　　　　　　　（離郷第二中学校　教諭　榊漂　康夫／

④　成果と課題

　参趨者の懇懇から，学んだことの共選項として，

　①学び合いの授業のための第一要稗として，

　　「欝分の考えを持たせる縛翼の確保ゴ懲分の考えが

　持てれば懸者の考えにも興味がいく」こと，そこから互

　いの意見のす弩あわせが行われる。

　②議し合いの綴織化が教練の役罰。

　⑧遅れがちな生徒の授業への弓捲込みの重要性。

　④子どもの姿をとらえた授業醗究会などが挙げられる。

　参撫した教麟全員が授業力の陶土を筥指したいと本気で

考えるようになった。そのための視点．濁えば躰鴛二の教

え「どの子も学びたがっているゴや，学んだ麺は「子ども

が変わること」，教麟は子どもを「見てない」「見えなレ・∫晃

ようとしていない3などのことについて，授業の事騨櫨討

を遷して実感し，嚢分の実践を改養しようという意欲につ

ながって糖る。課題としては，今年度の教麟藩鯵を生かし

た授業の更なる質麟海上．と教員｛串聡のネットワークを基に

した籟互麟鐙の広が吟を騒捲したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮羨　　貢｝

7／　Gクラス
　Gクラスは，眸年度の○クラスを二つに分けたうちの一

つで，発達につまずきのある子どもの運解と婦慈について，

事擁瞬発を中心に授業を進めた。受講考は28名で，小・中・

葛等掌紋，膏・ろう・養護学校の教翼，スクールカウンセ

ラーなどのほかに，大学院生が「臨床毛嘆墾基礎演習ゴの授

業として蕊わって溝会と記録を麺当した。講衰毒は水野が蓬

当した。9羅の講整のうち3灘灘）クラスと合霧の学徳講

溝茎会とし，舛蔀講暮露を茎召替、ての舞舞饗参をそテつた。なお，　9簿

の講演会は水嚢が，捻肩と2月は生轟が企錘した。

5月　オ琴エンテーション，本クラスの進め方，事携募集，

　　「発達薄書箆のケースレポートの書き方‘ゴ

6月　事鰹醗究董　撞塞者鍵盤による事舞鶴究「言語牲

　　L至）周遊鷺の談解鮨導ユを素材にして，「ケースレポー

　　トの要点ノ発達覆審兇の事鰐覇禿の進め方ゴを学ぶ。

7月　事鍼醗究2　受講者による事舗提供玉　　「盛夏）賢登

　　の籍縫とされるA男」小学較教舞

9舞　学徳講演会　　「高機能濤鬱症・アスペルガー症繰群

　　の獲学一臨濠特徴と療＝壽一ゴ講懸　 むさしのノ罫峯琶発玉垂

　　ク琴ニッタ院長　罎綺葉子氏

欝欝　事鱗覆究3　受講者による事纏縫僕2「彎入灘載こ

　　憾む。子ゴ纂等学校教員

簸湾　事鍵醗究縷　受講者による事例提嚢3「自欝症の蓼

　　男盛小学校教員

i2鍔　学徳講演会　　「認難療法の基礎一システム譲との麗

　　達から一3長谷難病錠鯵ハビ苦7テーシ葺ン薬袋兼ク琴

　　ニカ彫・コーディネーター　遊佐安一郎氏

i鐸　事携醗究S　受講者による事携提僕塵「婦人騰係の

　　トラブルが多いE子」高等学校教員

2肩　学徳講演会　　「学較臨鎌における児童緒締医学との
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ク琴ニッタおぐら護憲長　ノ郵倉淺1氏

　発達緯書晃の学習や適誌上の靉靆を運解するために，背

景にある発達の編舞や総体釣な発達の状溌，発達歴，治療・

教育整，学校，家庭，罵係機縫の婦徳などについての蟻報

を下に，グループで観議し葬見立てゴを行った。さらに，

各グループの愚見を共喬することによって事舞遷解を深

め，具体釣な欝欝策についての綾討を深めていった。受身

的に謡を聴くのではなく，受講者一入ひと弩が露分の意発

を持ち，共有することによって，積極的に参撫することが

できた．学統種躾，立場の違う事籔提盛者による発表は，

受毒憲老輩ことっては童莞墾矛を広め，軽度発達嚢豪寄集琶畢こつも篭ての

よ弩深い蓬解につながったとセ・う懇懇が多く寄せられてい

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（水野　　薫〉

青木真理・串響聡徳・昼蟹源醤鄭・生禽浩・串懸洋二翻・

鈴本籍季釜・水嚢晴夫「教畜実験総合センター匿教育実践選

馨葎疹講痩1こついて　2〔矯2年度活動報告および受講考アン

ケート調査結粟の検討」2鱒3編島大学教官実験講究綻要
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検討藩2聴唾穣霧大学教育実践醗究超要第蕪骨

　　　　　　　　　　　　　　　（2鰯年明3綴憂鬱）

　7．ま　と　め
　2む春縷年度の本講座も，藩隼度までと瞬様，受講者からお

おむね高い辞儀を受診た。購修の方法と海容として．事鰹

醗究法（発達縫害の事鋳に特駕したクラスが換わった〉，

グループカウンセリング，コンサルテーション，讐雛支援

教官コーディネーター養成．授業磯究と，よ鯵多檬になっ

た。

　有料化による参簾春の織少は箆られなかった。

　憂合宿の，受講者裟よる運営スタイルも定着してきたよ

うに思われる。

　今後の課題として，軟膏委員会との連携を強めるなどし

て，受講者が一階参撫しやすくなるための工夫が必要であ

ろう。
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